
２０１９年  ９月  ８日 ≪ 聖 餐 式 ≫ 

 主 日 礼 拝 

①８時半  ②10時半     ③19時 

 司  会  ①石井師  ②石井 秀人兄  ③石井師 

奏  楽 

祈  祷  ①石井師  ②村山けい子姉  ③石井師 

賛  美  聖歌５０２番 &  ～聖霊様あなたを求めます～ 

十  戒 

聖  書  ➀コリント人への第一の手紙１３章１～７節 

      ➁ピリピ人への手紙１章３～８節 

特別賛美  聖歌隊＆アンサンブル（独唱：渡辺大氏） 

メッセージ  ①「愛の世界を買い取りたい」大川従道牧師                                                                                                                                             

      ➁「主の恵みはとこしえまで」石井 潤牧師 

聖 餐 式  賛美「主イエスの十字架の血で」 

献  金  聖歌２２９番「おどろくばかりの」 

祝  祷             〔献金当番：和田姉・青木姉〕 

お知らせ                  【司会者】 

賛  美  ～注ぎたまえ主よ～ 
 

礼拝にお越しくださった皆様を心よりご歓迎いたします！ 
《今週のお知らせ》 

１．本日昼食後１時～、執事会を行います。再来週の敬老会について。 

２．今週の祈祷会は、☆早天祈祷会:月曜朝６時。☆木曜祈祷会:①午前 10 時半、 

②夜７時半。小林詩音先生(大和祈祷会映像)。☆準備祈祷会:土曜夜８時。 

３．来週の日曜午後は、聖歌隊の練習。昼食もあります。賛美者は 10時集合。 

 
 

 
 

一年に一回聖書を完読できる！Bible Reading Plan 〔９/８～/１５〕 

Date 日 月 火 水 木 金 土 日 

旧約 
箴言 

１３・１４章 
１５・ 
１６章 

１７・ 
１８章 

１９・ 
２０章 

２１・ 
２２章 

２３・ 
２４章 

２５－ 
２７章 

２８・ 
２９章 

新約 
１コリント 
１６章 

２コリント 
１章 

２章 ３章 ４章 ５章 ６章 ７章 

チェック 旧 新 旧 新 旧 新 旧 新 旧 新 旧 新 旧 新 旧 新 

９/16(月):千曲市バイブルスタディ(13 時) 19(木):大手家庭集会 

22(日):敬老祝福礼拝＆祝賀会  26(木):WOGA 集会 



 
 

 
｢私は、あなたがたのことを思う度に、神に感謝の祈りをささげ、あなたがた一同のために祈る度に、

いつも喜びにあふれ、あなたがたが、福音を聞いたあの最初の日から今日(こんにち)に至るまで、ずっと

福音宣教の働きに協力してくれたことを感謝している。」ピリピ人への手紙１章３－５節〔現代訳〕 
 

本日からピリピ書に入ります。この手紙は、「喜びの書簡」と呼ばれて、パウロの喜び

の信仰が沢山詰まっています。しかし、この手紙を書いた時にもパウロは牢獄の中に入

れられていました。しかし、何度も何度も繰り返すように、ピリピの信徒に対して、「喜ん

でいなさい！」と勧め励ましました。ローマ帝国による迫害の波が本格的にクリスチャンた

ちに迫っている中で、恐れ、おびえ、悲しみと苦しみの真中にある中で、パウロは「喜び

なさい！」また、「感謝しなさい！」と勧めました。なぜなら、それこそが、最大のクリスチャ

ンの武器であることを知っていたからです。喜べない状況だからこそ、敢えて喜ぼうとする。

感謝できない状況だからこそ、敢えて感謝をささげていく。それは現代に生きるクリスチャ

ンである私たちに対しても同様ではないでしょうか？ 

クリスチャンの喜びとこの世の人々の喜びとの決定的な違いは、その喜びの原因です。

この世の人々の喜びの理由は、一時的なものです。ですから、その喜びは持続できませ

ん。しかし、クリスチャンの喜びは永遠の世界へと続く喜びです。その喜びは永遠に尽き

ることのない希望によるものです。たとい私たちの側でその希望を見失ってしまったとして

も、その絶対的な希望自体が私たち自身を握り、抱きかかえて主の恵みへと持ち運び

ます。その希望こそがイエス様であり、そのイエス様ご自身が私たちの喜びの源なのです。

自分の力で頑張って人生を生きている間は、その希望は見えてきませんが、自らを主に

委ねて歩むときに、初めて主が力を表わしてくださるのです。 

先日の金曜日にゴスペルシンガーである横山大輔さんの賛美をお聞きしました。その

中に「主の恵みはとこしえまで」という賛美がありました。それは、横山さんがしばらくうつ

病のようになってしまって、家にこもり切ってしまったときに与えられた主からのメッセージで

あったということです。インターネットで片っ端から聖書のメッセージを聞いているうちに、一

つの御言葉に出会いました。それが詩篇１１８篇でした。「主に感謝せよ。主はまことに

いつくしみ深い。その恵みはとこしえまで。さあ。イスラエルよ、言え。『主の恵みはとこしえ

まで。』と。さあ。アロンの家よ、言え。『主の恵みはとこしえまで。』と。さあ。主を恐れる

者たちよ、言え。『主の恵みはとこしえまで。』と。（１～４節）」その言葉の通りに、「主の

恵みはとこしえまで」と告白し始めました。そして、彼の心が変えられていきました。 

「主の恵みはとこしえまで」 
～喜び、感謝をささげ続ける！～ 


